
平成 30 年北海道胆振東部地震に関する国土地理院の対応 
Responses of GSI to the 2018 Hokkaido Eastern Iburi Earthquake  

 
企画部 防災推進  

Disaster Management Office, Planning Department 
 

要  
国土地理院は，大規模 災害の発生時において

・ 活動及び復 ・復興に するため，

庁，地方公 団体等の関係機関へ地理空間情報

を提供している．平成 30 年北海道胆振東部地震に

おいても， をはじめとする関係行 機関（以

下「関係機関」という．）へ地理空間情報を提供した．

本稿では災害の 要と国土地理院の な対応につい

て報告する． 
 
1. 平 30 北海道胆振東部地震の 要 

平成 30 年 9 月 6 日 03 時 07 分に M6.7 の平成 30
年北海道胆振東部地震（以下「胆振東部地震」とい

う．）が発生した．この地震により胆振地方中東部で

最大震度 7 を観測した（図-1）． 
胆振東部地震による被害状況は，人的被害が

42 名，重 31 名，軽 731 名， 宅被害が全壊 462
， 壊 1,570 ，一部 12,600 に及 だ．そ

の他の被害状況は，6 日 03 時 08 分時点で最大約 295
で停電が発生，土 災害は 227 発生した．（平

成 31 年 1 月 28 日現 ）（ ，2019）（国土交

，2019）． 
 

 
図-1 震 図（9 6 ）（ 2018） 

 
2. 地 の な  

胆振東部地震に対して国土地理院では，9 月 6 日

3 時 7 分に非常体制に入り，災害対策本部が設置さ

れた． 

9 月 6 日から 9 月 13 日には，測量用航空機「くに

かぜⅢ」（以下「くにかぜⅢ」という．）等による緊

急撮影等で情報 を実施した．またこれらの被害

状況を把握するための地理空間情報を，迅速に関係

機関へ提供した． 
 
2.1 TEC-FORCE（緊急 害 ） 
地震発生を受け，TEC-FORCE（緊急災害対策派遣

）を べ 8 人日現地へ派遣し，被災状況の把握や

地理空間情報の提供を実施した． 
測量用航空機による緊急撮影は，広域な被災状況

を迅速に把握することを 的とし，9 月 6 日から 9
月 13 日にかけて実施した（図-2）．撮影した空中写

真は迅速に提供・公開され，災害対応初動期・復

期に役立てられた． は本 の「平成 30
年北海道胆振東部地震における緊急撮影活動」報告

に 載されている． 

 

 
図-2 緊急撮影  

 

地殻変動に関しては，GNSS 観測や SAR 解析

で得られた観測結果をもとに，地震の震 デ

ルを推定した 図-3)． 

 
図-3 震 デ （ 一 り デ ） 
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2.2 地連 （北海道） 

 現地連絡調整 （北海道）（以下「現地連絡調

整 」という．）が 9 月 6 日に北海道庁に設置され，

国土地理院から，9 月 6 日から 9 月 28 日の まで

べ 46 人を派遣した．現地連絡調整 では，新たに

整備した空中写真や地図等の提供， 地図データ

の作成依頼への対応，関係機関への提供を行った． 
 
2.3 害 部による の設置  

 国土地理院災害対策要領により， 班，広報班，

情報提供支援班，緊急地図作成班が設置された． 

 

2.3.1  

 取 対応や 要新 ・ レ での な 載・

状況の把握，空中写真や地殻変動情報の SNS 載等

の広報活動を行った． 
 

2.3.2  

 緊急撮影や 解析等により新たに得られた情報

について，「平成 30 年北海道胆振東部地震に関する

情報」 イトに公表するタイ ン で関係 庁に

情報提供を行った（29 ，平成 30 年 9 月 8 日現 ）． 
 また， からいただいた提供要望についても，

その 度対応を行った． 
 
2.3.3 緊急地図  

 関係 庁・北海道・現地連絡調整 の要 を受

け，地理空間情報等の作成を迅速に行った（10 ，

平成 30 年 9 月 27 日現 ）． 
 
2.4 地 部 の  

胆振東部地震に関する国土地理院 部等の な対

応は，以下のとおりである． 

1) 測地部 
・陸域観測技術 2 「だいち 2 （ALOS-

2）」の緊急観測のデータ解析による地殻変

動の把握． 

・ 点，水 点の復 測量（ 測）の実施.  

2) 地理空間情報部 
・地理院地図による 地理空間情報の公開. 
・被災前後の空中写真を比 できるウ ブ イ

トの ． 
3) 基本図情報部 
 ・「くにかぜⅢ」等による緊急撮影． 
 ・正射画像（簡易 ル ）の作成． 
4) 応用地理部 

・空中写真を用いた，斜面崩壊・ 積分布図の

作成． 
・札幌市清田区の地形復元図（地形分 図）作

成． 
・厚真町 のデジタル 高地形図， 色立体

地図の作成． 
5) 測地観測 ンター 

・GEONET で観測された地殻変動の検出． 
6) 地理地殻活動 ンター 

・だいち 2 の SAR と GEONET により

えられた地殻変動 (本 で報告) に基づ

く震 デルの推定． 
7) 北海道地方測量部 

・ 地理空間情報の 現地連絡調整 ・北

海道・関係市町への提供・要望調査． 
 

3. とめ 

国土地理院は，災害対策基本法の 定行 機関及

び 定地方行 機関としての 務を果たすべく，胆

振東部地震に関して，最大 の支援ができるように，

機動性のある体制をとり，迅速な情報 と速やか

な提供・ 有を行った．今後発生が予 される 海

トラフ地震や 直下地震をはじめ， 水害・

活動に対しても 全な体制を備える である． 
胆振東部地震において， になられた方 に

で をお りするとともに，被災された

方に心よりお見 い し上げます． 

 
（公開日：令和元年 12 月 27 日） 
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